




















。資金調達方法が二転三転しており、またこの 3 カ月後の 6 月下旬に
開かれた執行委員会では、「事業進行状況は意外に早く進捗」としつつも「来年 3 月末ま




　こうした中、金陵青年会で初期から活動し、1927 年 3 月の金泉高普期成会執行委員会
で常務委員に高徳煥などとともに選ばれている李漢騏が、金泉出身で財産家の崔松雪から
自己の財産調査についての依頼を 28 年に受けたという 
38
。そして、財産を金泉高等普通学
校設立のために寄付してほしいという李漢騏や高徳煥の説得が功を奏し、1930 年 2 月 23












 35 『東亜日報』1927 年 3 月 15 日。
 36 『東亜日報』1927 年 3 月 29 日。なお、同記事で、「提案、各面に支部を設置するが、当該面長を支部
長に選び、面委員として常務に充当すること」という方案も検討されていたことがわかる。
 37 『東亜日報』1927 年 6 月 25 日。
 38 金泉中・高等学校『松雪五十年』（1981 年）35 ～ 36 頁。なお、李漢騏の経歴を見ると、1925 年に司
法書士になったとされている（同、287 頁）。









の入学者数（1 年生 5 月時の人数）は、10 年代末には 100 名程度だったが、20 年代になる
と 150 名から 200 名程度へと増加していた。一方、中途退学者数の減少を意味する、学年
別生徒数の差が、1920 年代後半には減少した。また、10 年代末から 30 年代初頭までの最
終学年在学者数推移を見ると、10 年代末は 40 名程度であったのに対して、20 年代後半以
降はほぼ 150 名程度を保っており、卒業者を安定して輩出していることはほぼ確実である。
ちなみに、断片的な数値になるが、同校の 1922 年までの卒業生数は 296 名であり、23 年






距離にある大邱の学校であった。1927 年『東亜日報』（1927 年 7 月 11 日）には、「高普期
成会をみて　金泉一記者」という見出しの記事があり、「今年度に普通学校を終え上級学
校に入学した学生は金泉 266　永同 116　尚州 202　聞慶 74　茂朱 51　居昌 55　善山 75





　金泉高等普通学校は 1931 年の開学に際して、3 月に入学試験を金泉公立普通学校で行っ









　金陵青年会メンバーを中心とした、23 年 10 月の高普設立「期成会の準備」講演会開催
から数えれば、高普設立まで 8 年にも及ぶねばり強い金泉高普設立運動は、普通学校があ
朝鮮人資産家数として挙げられていた。慶尚北道警察部『高等警察要史』1934 年、333 頁。
 40 前掲、『慶尚北道教育及宗教一班』1922 年版、19 頁、および同 23 年版、18 ～ 19 頁。
 41 前掲、『松雪六十年史』300 頁。
 42 前掲、『朝鮮諸学校一覧』1931 年版。なお、同校には 1932 年度から 30 年代を通じて毎年 60 名前後
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